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計測事業は、LTE-Advancedの要素技術であるキャリアアグリゲーション開発関
連の需要が、業績を牽引しました。一方、全世界のモバイル端末出荷台数の年
伸び率は鈍化する傾向にあり、中国端末ベンダーの設備投資にも慎重な姿勢
が見られました。

ネットワーク・インフラ市場においては、光デジタル関連計測器の需要がけん引
した一方、北米でLTEネットワークの建設投資に一巡感が見られました。

プロダクツ・クオリティ・アシュアランス（PQA）事業は、前期に投入したX線異物
検出機や金属検出機が国内市場の更改需要を捉え、受注を伸ばしました。ま
た、海外市場での拡販に向けて、研究開発投資と販売促進活動に積極的に取
り組みました。

なお、当連結会計年度より、従来「産業機械事業」としていた名称を「プロダク
ツ・クオリティ・アシュアランス事業」に変更しております。
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グループ全体の受注高は前年同期比１％増の２４０億円、売上高は前年同期
比７％増の２３６億円となりました。営業利益は前年同期比８％増の１５億円と
なりました。

第１四半期の特記事項として、グローバル本社棟の使用開始に伴う費用が増
加しました。

なお円安に伴う為替差益のため、税引き前利益は１７億円となりました。

当期利益は、前年同期比４１％増の１１億円、包括利益は、前年同期比２６
０％増の２５億円となりました。

フリーキャッシュフローはグローバル本社棟の建設費用の支払いなどもあり、
１４億円のプラスにとどまりました。



計測事業の第１四半期受注高は、アジア市場でLTE-Advanced開発関連計測器
の需要が伸長しました。その一方、北米のネットワーク・インフラ市場において、
オペレーターのLTEネットワーク建設投資抑制が見られたことなどから、前年同
期比３％減の１７３億円となりました。

PQA事業の受注高は、新製品の投入効果などもあり、国内市場において堅調に
伸び、前年同期比３０％増、四半期として過去最高額の４９億円となりました。

その他事業についてはほぼ前年並みの受注を獲得することができました。

なお、受注残高はグループ全体で２００億円（前期比２％増）、計測事業で１４７
億円（前期比５％減）でした。
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計測事業は増収減益となり、営業利益率は１０．１％となりました。

営業利益の減少要因は、販管費の増加によります。研究開発費は前年同期と
同水準です。

PQA事業は国内市場での売上高が伸びた一方、研究開発投資と海外展開投資
を積極的に進めた結果、営業利益は△３百万円にとどまりました。



第１四半期の連結及び計測事業の営業利益率はそれぞれ

連結 ６．５％

計測 １０．１％

となりました。

計測事業の第１四半期の営業利益が前年同期と比べ減少した要因は、販管費
が増加したことによります。
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日本市場の売上高は、PQA事業の増収により、全体としても５％の増収となり
ました。

アジア市場では、中国・台湾を中心とした計測モバイル市場がけん引して、３％
の増収となりました。

ＥＭＥＡ市場は、顧客の事業再編・撤退による投資鈍化がみられ、１２％の減収
となりました。

北米市場は、モバイル開発用計測器が押し上げて、前年同四半期比で２８％
の増収となりました。
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営業キャッシュフローは、主に売上債権の回収増により、６６億円の資金獲得とな
りました。

営業キャッシュフロー・マージンは２８．１％となりました。

投資キャッシュフローの５３億円の支出には、厚木サイトの新棟「グローバル本社
棟」の建物関連費用４２億円の支払いが含まれます。

その結果、フリー・キャッシュフローは１４億円の資金獲得となりました。

財務キャッシュフローの６３億円の資金獲得のうち、主なものは社債の発行によ
る８０億円（償還期限：2020年6月，格付けA－）、配当金の支払い１６億円（１株配
当：１２円）です。

以上の結果、現金同等物期末残高は、期首残高より８４億円増加の４３３億円と
なりました。



２０１５年度の通期業績の見通しは、４月２７日に発表した計画から変更はありま
せん。第１四半期の進捗状況は年初計画の通りです。引き続き、達成に向けて、
組織を挙げて取り組んでいく所存です。

計測事業を牽引するモバイル計測事業においては、キャリアアグリゲーションの
拡張に代表されるＬＴＥ-Advancedの開発投資や、モバイルネットワークのスモー
ルセル化に向けた投資が期待されます。

PQA事業は、国内外の堅調な需要を、最適なソリューションの投入で確実に獲得
していきます。
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GLP2017で掲げた成長ドライバーのうち、第２四半期以降で期待される事業機会
を紹介します。

詳細は次のスライド（15～18）を参照して下さい。
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ダウンリンクの３周波数を利用する LTE-Advancedの3キャリア・アグリゲーショ
ン（3CA）は、すでに11ヶ国で13のシステムが実証実験などテストが進行してい
ます。

日本では、昨年12月に認定された新しい周波数（3.5GHz帯）を使用した 3CA
サービスの準備が進んでいます。北米では、免許不要の周波数帯をLTEシステ
ムとして利用するLTE-U (LAA)サービスへの投資に積極的です。韓国ではLTE
とWiFiのアグリゲーションの商用化も視野に入ってきました。

それらの新しいサービスに向けたチップセットや端末の開発競争は今年度急速
に立ち上がってきます。

当社は昨年12月に、「業界初となる3CA機能を利用した450Mbpsでのデータ通
信の成功」 について発表いたしましたが、それ以降も業界のリーディングカン
パニーと共同で検証を継続し、競合に先駆けてラインアップを拡充しています。

＊LTE-U：LTE-Unlicensed

＊LAA：Licensed Assisted Access
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3キャリアアグリゲーション（３ＣＡ）に対応するチップセットや端末の開発を加速
させる、アンリツのモバイルR＆D向けソリューションを紹介いたします。

• MT8821C 疑似基地局として動作して、無線信号の特性評価に貢献 一台で
4CAまで対応可能な業界唯一のソリューション。

• MD8430A 疑似基地局ネットワークとして動作して、端末の総合動作検証に
貢献

• ME7873LA 無線(RF)信号の規格適合（コンフォーマンス）試験機

• ME7834LA 通信手順(プロトコル)の規格適合試験。及び、オペレータの受け
入れ試験機
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新しいサービス実現に向けスモールセルを活用した新しい基地局ネットワーク
の構築が始まっています。

新しいネットワークではさまざまな新しい技術の導入に向けた評価が進んでい
ます。

ネットワーク品質を高め、また建設業務の作業性を向上し建設費用の抑制に貢
献する為にも、新しい測定が必要となってきました。

当社は昨年後半から順次新製品のリリースを進めており、今後拡大する測定
需要を確実に捉えていきます。
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スモールセルネットワークの建設に貢献する アンリツのソリューションを紹介
いたします。

• SkyBridge tools：ネットワーク建設業務の効率向上に貢献するソリュー
ション

• ネットワークマスター：モバイルバックホール ～ メトロ、コアネットワークの
品質維持向上に貢献

• アクセスマスター：既存ファイバーの高速利用に貢献する光ファイバー試
験機

• BTSマスター：基地局ネットワークの無線信号の品質維持向上に貢献

• エリアテスタ-：ユニット追加で新しい周波数に対応し、通話エリアの品質
向上に貢献
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当連結会計年度より、従来「産業機械事業」としていた名称を「プロダクツ・クオ
リティ・アシュアランス事業」に変更しました。

誰もが健康で豊かに暮らせる安全・安心な社会の実現は人類共通の願いです。

私たちは、食の工業化が始まった頃から半世紀以上に亘り、食品・医薬品産業
にたずさわるお客様とともに、品質検査の高い技術力と現場力を培ってきまし
た。

これからも、お客様とビジョンを共有し、品質保証の高度化を通じて安全な食
品・医薬品の安定供給の実現に挑戦していきます。
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